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人材に関わる能力は、如何なる能力がある
かを絞り込まねばならない。できれば、時
代が変化しても、業務が激変しても変わら
ずに必要になる能力である。 

生活形態 

人口構造 

労働形態 流通形態 

産業構造 国際政治 経済構造 

社会的資産 

知識資産 

心的資産 
創造 

表現 

理解 

応用 分析 

コミュニケーション 

コラボレーション エデュケーション 

技術流 知識流 

情報流 

マーケティング 

オペレーション 

アカウンティング 

個人 

組織 社会 

 人材能力は、個人の絶対能力として測ろうとする。 
 しかし、如何なる能力も相対的に測るしかない。絶
対能力などはないし、分からない。人は常に成長して
いる。能力は無限に成長するとして、人材に対して接
する。能力について考えられることは、検討するため
の分類だけである。 
 分類項目は出来るだけシンプルでなければならない。
人材の活動について、考えねばならないのは、個人と
組織と社会のバランスである。組織で、社会で、成果
を上げ続けられる人材の能力をまとめねばならない。 

組織論≪組織を機能させる≫で説明 

社会論≪社会変化を見つける視点≫ 
で説明 

個の人材の絶対能力は存在し
ない。個人の論理的能力の最
大は存在しない。分からない。
人は常に成長する。能力も時と
場に応じて成長する。スーパー
マンはいるかもしれない。その
時のスーパーマンであって、時
が経てば平均かもしれない。 

業務や環境が変化して能力が変わると
すれば、それは能力としてとらえるのでは
なく、目的意識に関わる能力の全体であ
る。思考力、行動力であり、人材が持つ
体系化された知識の機能化に関わる。 
 
能力、知識、目的、業務環境の組み合わ
せで発揮される結果と方向が変化する。 
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